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文化祭 (11/2)
多 くの皆様にお集まりいただき開催した本年

度の文化祭。地域への思いを胸に、各学年でテ
ーマを設定した内容や、合唱、Ｇ究グルメコン
テスト、書写や家庭科を始めとする教科作品の
展示など、ステージ展示ともに充実した内容で
した。
１年生…職場訪問で訪れた事業所の紹介や誇り

などを、劇に仕立ててわかりやすく発表をしていました。
２年生…修学旅行を振り返り、訪れた先での思い出や出来事を、

なぜかある先生を主人公として演じていました。
３年生…ふるさと三井楽への愛を、一人ひとりが役割を持ち演じ、

ゴミ問題、人口減少の課題に目を向け、自分事として発表
しました。

合 唱…それぞれの思いが重なった歌声を会場に響かせていました。
コロナの影響も少しずつ和らぎ、多くの皆様に参観していただきました。子どもたち

の姿はいかがでしたでしょうか。三井楽を誇りに思い、三井楽の誇りとなった姿にはま
だ及ばないかもしれません。しかし、日々少しずつ近づいてきているように思います。
三井楽中学校の子どもたちを、今後も励ましていただきますよう、お願いいたします。

文化芸術子ども鑑賞・体験事業【落語】 (10/24)
本年度文化庁の本事業に応募し、上方落語について学び

や体験、実際の落語を聞く機会を持つことができました。
噺家の方はさすがにプロフェッショナルです。解説の時か
ら小中学生の心をつかむ話術、また時折混ぜる小噺等に感
嘆しました。体験では、 5名の生徒がステージに上がり、
手拭い・扇子を使ってうどんをすする音を声で出したり、
短時間で小噺を覚え披露したりしました。また、太鼓をた
たきながら幽霊のまねをする等、貴重な体験をさせていただきました。
最後には、実際に噺家による落語。1本目は現代物の動物園で動物の役割をする人の

噺、2本目は江戸～明治時代のお世辞に関する噺で、大爆笑に包まれました。
私はテレビ番組で、噺家による大喜利などはよく見るのですが、生で落語を見るのは

初めてでした。今回、子どもたちにとっても、日本の伝統文化に触れるよい機会となっ
たと思います。こどもたちも、大変喜んでいる様子があり、充実した時間となりました。

五島市小中音楽発表会 (11/10)
昨年度まで、保護者の方の参観ができず、また、中学

校の部だけでも前半と後半で生徒の入場を制限していた
本発表会。4年ぶりに解消され、以前と同じような開催
となりました。他校の歌を聴きながら感動するとともに、
本校の生徒たちの合唱も、文化祭で発表したとき以上に
大変素晴らしいものでした。また、本年度は生徒代表と
して本校の3年生女子が、終わりの挨拶を述べました。
本人は大変緊張していたようですが、本年度で統合され
る崎山中と奥浦中への言葉かけや、集った中学生全員の思いを代表して述べていました。
また一つ、子どもたちの誇りができました。

行事予定の変更
「海岸清掃・ふるさと学習」の実施日
が諸事情により変更となります。
11/22(水 )→11/21(火 ) です。

※21(火 )はお弁当をお願いします。22
（水）は、給食があります。

～ 志をもち、郷土を誇りに思い、郷土の誇りとなる ～
「自己肯定感（やればできる）」「自己有用感(人、社会の役に立つ)」の高揚

新人大会結果
大会名 備考

団体 対奈留中　０－３　惜敗
個人 第３位 1名

予選リーグ(惜敗)
１敗２分

※ＨＰでは、個人名は記載しません。
結果
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